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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
文全体の係り受け関係を取得する係り受け解析手段と、取得した前記文全体の係り受けの
信頼度を求める信頼度抽出手段と、求めた前記信頼度を閾値と比較して前記文全体の係り
受けを破棄するか決定する信頼度判定手段と、前記文全体の係り受けを前記信頼度判定手
段が破棄した場合に、文の局所の係り受け関係を取得する局所係り受け解析手段と、ポー
ズを設定するポーズ挿入手段とを備え、前記ポーズ挿入手段は、前記文全体の係り受けが
破棄された場合には前記文の局所の係り受けを使用し、前記文全体の係り受けが破棄され
なかった場合には前記文全体の係り受けを使用することを特徴とする音声合成システム。
【請求項２】
テキストを形態素解析する形態素解析手段と、形態素解析された各単語を文節単位にまと
め上げる文節生成手段と、文節列のどこにポーズを設定するか決めるポーズ設定手段と、
アクセントの立ち上がりを含む韻律情報を生成する韻律設定手段と、前記韻律設定手段が
生成した発音記号から音声波形を生成する音声波形生成手段とを有し、前記ポーズ設定手
段は、文全体の係り受け関係を取得する係り受け解析手段と、取得した前記文全体の係り
受けの信頼度を求める信頼度抽出手段と、求めた前記信頼度を閾値と比較して前記文全体
の係り受けを破棄するか決定する信頼度判定手段と、前記文全体の係り受けを前記信頼度
判定手段が破棄した場合に、文の局所の係り受け関係を取得する局所係り受け解析手段と
、ポーズを設定するポーズ挿入手段とを備え、前記ポーズ挿入手段は、前記文全体の係り
受けが破棄された場合には前記文の局所の係り受けを使用し、前記文全体の係り受けが破
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棄されなかった場合には前記文全体の係り受けを使用することを特徴とする音声合成シス
テム。
【請求項３】
前記局所係り受け解析手段は隣接した２文節が係ることができるかを判定して文の局所の
係り受け関係を取得することを特徴とする請求項１または２記載の音声合成システム。
【請求項４】
文全体の係り受け関係を取得し、取得した前記文全体の係り受けの信頼度を求め、求めら
れた前記信頼度を閾値と比較して前記文全体の係り受けを破棄するか決定し、前記文全体
の係り受けを破棄した場合には文の局所の係り受け関係を取得してポーズを設定し、前記
文全体の係り受けを破棄しなかった場合には前記文全体の係り受けを元にポーズを設定す
ることを特徴とする音声合成方法。
【請求項５】
テキストを形態素解析し、形態素解析された各単語を文節単位にまとめ上げ、文全体の係
り受け関係を取得し、取得した前記文全体の係り受けの信頼度を求め、求められた前記信
頼度を閾値と比較して前記文全体の係り受けを破棄するか決定し、前記文全体の係り受け
を破棄した場合には文の局所の係り受け関係を取得してポーズを設定し、前記文全体の係
り受けを破棄しなかった場合には前記文全体の係り受けを元にポーズを設定し、アクセン
トの立ち上がりを含む韻律情報を生成し、生成した発音記号から音声波形を生成すること
を特徴とする音声合成方法。
【請求項６】
隣接した２文節が係ることができるかを判定して文の局所の係り受け関係を取得すること
を特徴とする請求項４または５記載の音声合成方法。
【請求項７】
文全体の係り受け関係を取得する処理と、取得した前記文全体の係り受けの信頼度を求め
る処理と、求められた前記信頼度を閾値と比較して前記文全体の係り受けを破棄するか決
定する処理と、前記文全体の係り受けを破棄した場合には文の局所の係り受け関係を取得
してポーズを設定し、前記文全体の係り受けを破棄しなかった場合には前記文全体の係り
受けを元にポーズを設定する処理とをコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項８】
テキストを形態素解析する処理と、形態素解析された各単語を文節単位にまとめ上げる処
理と、文全体の係り受け関係を取得する処理と、取得した前記文全体の係り受けの信頼度
を求める処理と、求められた前記信頼度を閾値と比較して前記文全体の係り受けを破棄す
るか決定する処理と、前記文全体の係り受けを破棄した場合には文の局所の係り受け関係
を取得してポーズを設定し、前記文全体の係り受けを破棄しなかった場合には前記文全体
の係り受けを元にポーズを設定する処理と、アクセントの立ち上がりを含む韻律情報を生
成する処理と、生成した発音記号から音声波形を生成する処理とをコンピュータに実行さ
せるためのプログラム。
【請求項９】
隣接した２文節が係ることができるかを判定して文の局所の係り受け関係を取得する処理
をコンピュータに実行させるための請求項７または８記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は音声合成システム、音声合成方法および音声合成用プログラムに関し、特に読み
上げの最中に高精度で安定したポーズ挿入を行う音声合成システム、音声合成方法および
音声合成用プログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
音声合成システムでは、漢字仮名まじりの日本語テキストに対し、辞書等を参照した形態
素解析により単語（形態素）に分割し、各単語の読み、品詞等からテキストの読み、アク
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セント、ポーズなどの読み韻律情報を生成し、この結果を元に音声波形を生成して合成音
声を出力する。
【０００３】
このうち、ポーズに関しては、特開平６－５９６９５号公報、「鈴木、斎藤：日本語テキ
スト音声合成のためのＮ文節構造解析とそれに基づく韻律制御」（電子情報通信学会論文
誌 Vol.J78-D2,No.2）等に記載されるように、局所的な文節間の係り受け関係を求めるこ
とで、ポーズを設定している。
【０００４】
これらの手法では、文全体の正しい係り受け関係を求めることができないので、あまりよ
い精度は得られない。
【０００５】
また、「箱田、佐藤：文音声合成における音調規則（電子情報通信学会論文誌 Vol.J63-D
,No.9）」、「海木、匂坂：局所的な句構造によるポーズ挿入規則化の検討（電子情報通
信学会論文誌 Vol.J79-D-2,No.9）」、「藤尾、匂坂、樋口：確率文脈自由文法を用いた
韻律句境界とポーズ位置の予測（電子情報学会論文誌 Vol.J80-D2,No.1）」、特開平６－
３４２２９７号公報等では、文全体における文節間の係り受け関係に基づいて設定してい
る。
【０００６】
これらの手法では、多量の統計データが存在すれば、精度のよいポーズ設定が可能である
。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来の音声合成システムは、ポーズ設定の精度が不十分という問題点がある。
【０００８】
その理由は、特開平６－５９６９５号公報等に記載された手法では、文全体の正しい係り
受け関係を得ることができないので、十分なポーズ精度が得られないことである。また、
特開平６－３４２２９７号公報等に記載された手法では、限られたデータを用いた際に、
データと類似した構造のテキストに対してはよい精度が得られるが、そうでない場合には
精度が不十分である。
【０００９】
本発明の目的は、高精度なポーズ設定の可能な音声合成システム、音声合成方法および音
声合成用プログラムを提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明の音声合成システムは、文全体の係り受け関係を取得する係り受け解析手段と、取
得した前記文全体の係り受けの信頼度を求める信頼度抽出手段と、求めた前記信頼度を閾
値と比較して前記文全体の係り受けを破棄するか決定する信頼度判定手段と、前記文全体
の係り受けを前記信頼度判定手段が破棄した場合に、文の局所の係り受け関係を取得する
局所係り受け解析手段と、ポーズを設定するポーズ挿入手段とを備え、前記ポーズ挿入手
段は、前記文全体の係り受けが破棄された場合には前記文の局所の係り受けを使用し、前
記文全体の係り受けが破棄されなかった場合には前記文全体の係り受けを使用することを
特徴とする。
【００１１】
本発明の音声合成システムは、テキストを形態素解析する形態素解析手段と、形態素解析
された各単語を文節単位にまとめ上げる文節生成手段と、文節列のどこにポーズを設定す
るか決めるポーズ設定手段と、アクセントの立ち上がりを含む韻律情報を生成する韻律設
定手段と、前記韻律設定手段が生成した発音記号から音声波形を生成する音声波形生成手
段とを有し、前記ポーズ設定手段は、文全体の係り受け関係を取得する係り受け解析手段
と、取得した前記文全体の係り受けの信頼度を求める信頼度抽出手段と、求めた前記信頼
度を閾値と比較して前記文全体の係り受けを破棄するか決定する信頼度判定手段と、前記
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文全体の係り受けを前記信頼度判定手段が破棄した場合に、文の局所の係り受け関係を取
得する局所係り受け解析手段と、ポーズを設定するポーズ挿入手段とを備え、前記ポーズ
挿入手段は、前記文全体の係り受けが破棄された場合には前記文の局所の係り受けを使用
し、前記文全体の係り受けが破棄されなかった場合には前記文全体の係り受けを使用する
ことを特徴としてもよい。
【００１２】
本発明の音声合成システムは、前記局所係り受け解析手段は隣接した２文節が係ることが
できるかを判定して文の局所の係り受け関係を取得することを特徴としてもよい。
【００１３】
本発明の音声合成方法は、文全体の係り受け関係を取得し、取得した前記文全体の係り受
けの信頼度を求め、求められた前記信頼度を閾値と比較して前記文全体の係り受けを破棄
するか決定し、前記文全体の係り受けを破棄した場合には文の局所の係り受け関係を取得
してポーズを設定し、前記文全体の係り受けを破棄しなかった場合には前記文全体の係り
受けを元にポーズを設定することを特徴とする。
【００１４】
本発明の音声合成方法は、テキストを形態素解析し、形態素解析された各単語を文節単位
にまとめ上げ、文全体の係り受け関係を取得し、取得した前記文全体の係り受けの信頼度
を求め、求められた前記信頼度を閾値と比較して前記文全体の係り受けを破棄するか決定
し、前記文全体の係り受けを破棄した場合には文の局所の係り受け関係を取得してポーズ
を設定し、前記文全体の係り受けを破棄しなかった場合には前記文全体の係り受けを元に
ポーズを設定し、アクセントの立ち上がりを含む韻律情報を生成し、生成した発音記号か
ら音声波形を生成することを特徴としてもよい。
【００１５】
本発明の音声合成方法は、隣接した２文節が係ることができるかを判定して文の局所の係
り受け関係を取得することを特徴としてもよい。
【００１６】
本発明のプログラムは、文全体の係り受け関係を取得する処理と、取得した前記文全体の
係り受けの信頼度を求める処理と、求められた前記信頼度を閾値と比較して前記文全体の
係り受けを破棄するか決定する処理と、前記文全体の係り受けを破棄した場合には文の局
所の係り受け関係を取得してポーズを設定し、前記文全体の係り受けを破棄しなかった場
合には前記文全体の係り受けを元にポーズを設定する処理とをコンピュータに実行させる
。
【００１７】
本発明のプログラムは、テキストを形態素解析する処理と、形態素解析された各単語を文
節単位にまとめ上げる処理と、文全体の係り受け関係を取得する処理と、取得した前記文
全体の係り受けの信頼度を求める処理と、求められた前記信頼度を閾値と比較して前記文
全体の係り受けを破棄するか決定する処理と、前記文全体の係り受けを破棄した場合には
文の局所の係り受け関係を取得してポーズを設定し、前記文全体の係り受けを破棄しなか
った場合には前記文全体の係り受けを元にポーズを設定する処理と、アクセントの立ち上
がりを含む韻律情報を生成する処理と、生成した発音記号から音声波形を生成する処理と
をコンピュータに実行させるようにしてもよい。
【００１８】
本発明のプログラムは、隣接した２文節が係ることができるかを判定して文の局所の係り
受け関係を取得する処理をコンピュータに実行させるようにしてもよい。
【００１９】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。図１は本発明の実施
の形態の構成を示すブロック図である。
【００２０】
図１を参照すると、本発明の実施の形態は、テキストを形態素解析する形態素解析手段１
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と、形態素解析された各単語を文節単位にまとめ上げる文節生成手段２と、文節列のどこ
にポーズを設定するか決めるポーズ設定手段３と、アクセントの立ち上がり等の韻律情報
を生成する韻律設定手段４と、韻律設定手段４が生成した発音記号から音声波形を生成す
る音声波形生成手段５とを含む。
【００２１】
図２はポーズ設定手段３の構成を示すブロック図である。図２を参照すると、ポーズ設定
手段３は、文全体の係り受けを求める係り受け解析手段３１と、係り受け解析手段３１が
求めた係り受けの信頼度を求める信頼度抽出手段３２と、信頼度抽出手段３２が求めた信
頼度から文全体の係り受け関係が信頼できるか判定する信頼度判定手段３３と、信頼度判
定手段３３によって信頼できないと判断された際に文の局所的な係り受けを求める局所係
り受け解析手段３４と、係り受け解析手段３１または局所係り受け解析手段３４が求めた
係り受け結果を元にポーズを挿入するポーズ挿入手段３５とを含む。
【００２２】
これらの手段はそれぞれ概略つぎのように動作する。
【００２３】
形態素解析手段１は、テキストを単語単位に分割し、各単語毎に読み、品詞等の付属情報
を取得する。
【００２４】
文節生成手段２は、形態素解析手段１で得られた単語列を各単語の品詞等を参照して文節
単位にまとめ上げる。
【００２５】
係り受け解析手段３１は文節生成手段２で得られた文節列に対し、各文節がどの文節に係
るかを文全体の情報を元に決定する。
【００２６】
信頼度抽出手段３２は、係り受け解析手段３１で得られた文節間の係り受け関係が、どの
程度信頼できるかを表す、信頼度を求める。
【００２７】
信頼度判定手段３３は、信頼度抽出手段３２が求めた信頼度を閾値と比較し、閾値以上で
あれば処理をポーズ挿入手段３５に移す。閾値未満の場合は、係り受け解析手段３１で得
られた係り受け関係を破棄して局所係り受け解析手段３４に進む。
【００２８】
局所係り受け解析手段３４は、文節生成手段２で得られた文節列に対し、各文節がどの文
節に係るかを各文節の局所的な情報を元に決定する。
【００２９】
ポーズ挿入手段３５は、係り受け解析手段３１もしくは局所係り受け解析手段３４で得ら
れた係り受け関係を元に、文節列中にポーズを挿入する。
【００３０】
韻律設定手段４は、ポーズ挿入手段３５から得られたポーズの入った文節列に対し、アク
セントの立ち上がりなどの韻律情報を付与し、発音記号列を生成する。
【００３１】
音声波形生成手段５は、韻律設定手段４から得られた発音記号列を音声波形に変換して出
力する。
【００３２】
次に、図１及び図２を参照して本実施の形態の全体の動作について具体例をあげて詳細に
説明する。
【００３３】
まず、テキスト「彼が話す話を聞いた」が入力されると、形態素解析手段１によって、「
彼／が／話す／話／を／聞い／た」というように単語に分割される。この際同時に、「か
’れ／が／はな’す／はなし’／お／きい／た」のような各単語の読み情報と「名詞/助
詞が/動詞連体形/名詞/助詞を/動詞連用形/助動詞た終止形」のような各単語の品詞情報
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も得る。「’」はアクセントを示している。
【００３４】
次に、このような単語列を文節生成手段２を用いて文節に組み替える。文節への組み替え
の結果、「彼が／話す／話を／聞いた」「か’れが／はな’す／はなし’お／きいた」「
助詞が／動詞連体形／助詞を／動詞終止系」というような文節列とその読み、品詞の情報
が得られる。
【００３５】
次に、このような文節列に対し係り受け解析手段３１で文節間の係り受け関係を求める。
係り受け関係は予め学習した確率文脈依存文法（Stochastic Context Free Grammar：Ｓ
ＣＦＧ）により決定する。ＳＣＦＧによる係り受けの求め方に関しては、「藤尾、匂坂、
樋口：確率文脈自由文法を用いた韻律句境界とポーズ位置の予測（電子情報学会論文誌 V
ol.J80-D2,No.1）」に詳述されている。この結果、各文節に関して、「彼が」→「聞いた
」「話す」→「話を」「話を」→「聞いた」という、係り受けの関係とそのような係り受
けが生成される確率を得ることができる。
【００３６】
次に、先の係り受けが生成される確率から信頼度抽出手段３２で係り受けの信頼度を求め
る。信頼度は、確率を文節数で正規化することで得られる。
【００３７】
次に、先の信頼度を信頼度判定手段３３で閾値と比較する。信頼度が閾値を超えた場合は
、先の係り受け関係（「彼が」→「聞いた」「話す」→「話を」「話を」→「聞いた」）
をそのまま用いてポーズ挿入手段３５でポーズ挿入する。
【００３８】
一方、信頼度が閾値を越えない場合、先の係り受け関係を破棄して局所係り受け解析手段
３４に進む。
【００３９】
次に、局所係り受け解析手段３４では先の文節生成手段２による文節列に対し文節間の係
り受け関係を求める。係り受け関係は、隣接した２文節に着目し、該当文節が係ることが
できるか非かを判定する。
【００４０】
この場合、「彼が」「話す」「話を」がそれぞれ直後の文節である「話す」「話を」「聞
いた」に係るか非かを判定する。判定では、各文節の品詞からテーブル参照する。この結
果、「彼が」→「話す」「話す」→「話を」「話を」→「聞いた」という係り受けの関係
を得ることができる。
【００４１】
次に、ポーズ挿入手段３５では先の係り受け解析手段３１あるいは局所係り受け解析手段
３４から得られた係り受け関係から、ポーズ位置を設定する。ポーズ位置は、先の係り受
け関係においてある文節が直後の文節に係らない際、その２文節の境界とする。従って、
係り受け解析手段３１による係り受けからポーズを求めた場合、「彼が」と「話す」の間
にポーズが入る。これに対し、局所係り受け解析手段３４による係り受けを用いた場合、
ポーズは入らない。ここで、「彼」が「話した」のか「聞いた」のかはわからないため、
音声合成システムの聞き手に「彼」が「聞いた」と思いこませるようなポーズは挿入しな
いほうがよい。
【００４２】
次に、韻律設定手段４では、ポーズに加え、アクセントの立ち上がりなどを加えて発音記
号を生成する。その結果、「か’れが２はな’す２はなし’お１きいた」という発音記号
を得る。ここで、発音記号中の数字は、該当部分でピッチをどれだけ上げるかを示してい
る。
【００４３】
最後に、音声波形生成手段５で、韻律設定手段４が生成した発音記号から合成音声を生成
する。
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【００４４】
なお、本発明は、専用のシステムによらず、通常のコンピュータシステムを用いて実現可
能である。音声合成用プログラムを記録媒体に格納し、記録媒体からコンピュータに読み
込ませて、形態素解析手段１と文節生成手段２とポーズ設定手段３と韻律設定手段４と音
声波形生成手段５の処理と同様の処理をコンピュータに実行させる。この記録媒体は、磁
気ディスク、半導体メモリ、光ディスク、その他の記録媒体であってよい。音声合成用プ
ログラムは記録媒体から直接読み込まれる代わりに、インターネット等のネットワークを
介して読み込まれてもよい。
【００４５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明は、係り受け解析手段が信頼度の低い解析をした際、これを
破棄して局所的な係り受けを求めるため、精度の高いポーズを得ることができるという効
果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図２】ポーズ設定手段の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
１　　形態素解析手段
２　　文節生成手段
３　　ポーズ設定手段
４　　韻律設定手段
５　　音声波形生成手段
３１　　係り受け解析手段
３２　　信頼度抽出手段
３３　　信頼度判定手段
３４　　局所係り受け解析手段
３５　　ポーズ挿入手段
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